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第３回出雲採択地区教科用図書採択協議会会議録（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局：ちょっと早いですけれども、本日、お一人の委員からご欠席という連絡いただいていますので、時

間前でございますが、ただいまより、第３回出雲採択地区教科用図書採択協議会を開催いたします。 

なお、先ほど報告しましたようにお一人、本日欠席でございますけれども、規約第１０条の規定に

よりまして、本協議会は成立しておりますことをご報告させていただきます。 

それでは、まず初めに、杉谷会長がごあいさつ申しあげます。 

 

会長あいさつ 

会 長：おはようございます。 

早朝より、お出かけいただきまして、ありがとうございました。 

本日、第３回目の出雲採択地区教科用図書採択協議会を開催させていただきました。 

前回、２回目の会議で選定すべき教科書の採択ということが、全ての教科に対してできませんで、

改めて今日、ご案内をさせていただきました。 

特に保護者委員の皆様には、お仕事もあった中で本日ご都合をつけていただきまして、本当に申し

訳なく思いますし、ご出席いただきましてありがとうございました。 

前回決定できませんでした、教科、英語につきまして、調査員の皆さんに再度お集まりいただいて、

調査研究を行っていただき、本日、代表調査員の方から、その結果について説明をいただき、それ

を踏まえた協議とさせていただきたいと思っております。 

出雲地区の子どもたちにとりまして、最もよい教科書を総合的に判断していくという会議でござい

ますので、今日の説明をお聞きいただきまして、忌憚のないご意見いただきながら、選定をさして

いただきたいと思っております。 

どうぞ、ご協力の方よろしくお願いいたします。 

 

協 議 

事務局：ありがとうございました。 

それでは、まず、資料の確認でございますけれども、協議会の冊子と、あとは選定に必要な資料と   

いうことでお配りしておりますけれども、よろしいでしょうか。 

 

事務局：はい、ありがとうございます。 

では、本日の日程の方ご説明させていただきますけれども、この後、英語の研究調査結果につきま

して、代表調査員の方から説明を受けた後、選定の協議を行いたいと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは協議に入りたいと思いますが、以降の進行は会長の方でお願いいたします。 

 

 

【日 時】令和６年８月６日（火）８：５２～９：３４ 

【場 所】出雲市役所 ３階 市民応接室 

【出席者】委   員：各市町教育委員会代表４名、保護者等代表３名 

 代表調査員：１名 

事 務 局：出雲市教育委員会学校教育課 次長・主査・課長補佐 
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調査研究結果の報告 

会 長：ここから、私の方で進行させていただきます。 

それでは協議事項の調査研究結果に移りたいと思います。 

先ほど事務局の方から説明がありましたように、今回、英語１種目につきまして、報告をいただき

ます。 

代表調査員から報告を受け、そのあと、質疑を行いたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

英 語 

会 長：それでは、代表調査員の方からご報告をいただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

調査員：失礼します、よろしくお願いします。 

それでは、私の方から、先日の調査委員会の結果を報告させていただきたいと思っております。 

前回のところで、どちらに絞るかというところであったんですけども、まず結論から言いますと、

３人の意見を総合しますと、Ａの方がいいのではないかという意見で一致しましたので、まずその

ように報告をさせてください。 

ここからはまず、Ｉの方、簡単に調査をした内容を報告をさせていただきたいと思います。 

まず、Ｉの方の教科書を見ていただきたいと思いますけれども、お手元にですね、３年生ですね、

Ｉ社の３年生、前回お話させていただいたところとも多少かぶるところがあると思いますけれども、

ご容赦いただきたいと思います。 

まず、３番の興味・関心への配慮等ということで、単元のストーリー、これ、１年生からずっとス

トーリー性があるものでして、大体４人の登場人物が、ずっとその学年を追うごとに成長していく

というようなスタイルで書かれておりまして、中学生が読んでも読みやすく、その続きがどうなる

かなっていうような、ちょっと興味を持たせるようなストーリーになっておりますので、そういう

ところは、生徒の興味関心を聞くところではないかなと思っております。 

それから、最近の教科書ですので、デジタルコンテンツですね、ＱＲコード等を読み込んで、デジ

タルコンテンツが見られるようになっておりますが、例えば、ユニット２の２１ページをお開きい

ただきますと、右上の方にＱＲコードがございますので、これを読み込むと、この教科書の２０ペ

ージの本文が、音読されます、範読というか、模範で、朗読されることになります。 

さらに、これスピードが、自分で２倍から０．５倍まで、ちょっと早く読んだり、或いは、ちょっ

と遅く読んだりっていうことも可能ですので、学習者の力量に合ったような形で、自分でも学習が

できるのではないかなというふうに思っております。 

それから、４番の教科の特性、地域の実態や課題への適合等ですが、後ろの方に、レッツトークと

いう帯教材としてあるところがございますので、そちらもご覧いただけるといいんじゃないかなと

思っております。ちょっと紙の質が違うところで、この半分ぐらいの大きさのレッツトークという

ところがございます。 

これページで言うと、１２８ページと１２９ページの間にございます。 

そこを開いていただきますと、Ｔｈｉｓ Ｉｓ Ｍｅとかって質問が書いてあります。 

これをペアで、１人が質問して、１人が答えるみたいな活動というのは大体、例えば授業の最初に

５分間でコミュニケーション活動してみましょうねということで相手が質問して、それに対して答

え、今日は例えば１番でやりましょうとか、じゃあ次の日は２番でやりましょうとか、すでに習っ

た既習の文法事項を利用して、こういう即興性のある、最近のことですので、こういう即興性のあ

るものも身につけるということになっておりますので、そういったところも工夫が施してあります。 

これが各単元ごとに、まとまって作ってありますので、そういうところもあります。 

それから、その次の１２９ページからの英語の学び方ガイドというところにもかなり詳しく、丁寧

に書いてありますので、例えば１３０ページでいきますと、単語の学び方、また単語でどのように

学んでいくといいですかとか、１３１ページには、辞書で単語を調べたいときには、下の方まで読
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んでみるようにしましょうとか、そういうような勉強についての、学習についてのアドバイスが、

教科書に載っておりますので、これも家で自分で復習をしてみたいとか、或いは、１人で個別に勉

強するというようなときに、こういうところを役立てることができるのではないかなというふうに

考えております。 

それから、６番のその他のところですが、新たに加えたところではありますけども、コミュニケー

ション重視というふうになっておりまして、特に話すこと書くことにおいて、自分のことを伝える

活動が教科書に組み込まれているということで、これも例えばユニット１のパート１、２１ページ

をご覧ください。 

２１ページを開きますと、そこの真ん中から下の方に、スピーク或いはライトというような活動が

盛り込まれておりますので、こういうところを教科書を進めることによって、そういうスピーキン

グの能力ですとか、ライティングの活動、そういうところが組み込まれておりますので、教科書を

進めるとそ、ういうところも力をつけることができるんではないかなとうふうに考えております。 

そのようなところが、この教科書の優れているところではないかなというふうに考えております。 

では続きまして、Ａの方の教科書について、先日お話したところも含めた新しく調査でわかったと

ころも含め、お話をさせていただきたいと思っております。 

Ａの方も３年生の教科書をご覧ください。表紙の青い教科書でございます。 

これもまず、題材の選択や構成等のところで、見通しを持って学習に取り組めるように、ユニット

の初めにゴールが明確に示され、学んだ内容を生かして、４技能を生かして、統合的に活用しなが

ら取り組めるユニットアクティビティが設定されているということで、まず、教科書の９ページ、

ユニット１のところ、一番最初のページをご覧ください。 

ここに、この単元の目指すところ、ゴールが、例えばこのユニットでは、日本のポップカルチャー

の魅力について、経験や感想とともに伝えることができる、これを目標に学習を進めていき、最後

の１６ページに、ユニットアクティビティというところで、日本のポップカルチャーの魅力を伝え

ようということで、この最初に書いてあったゴールと最後のユニットアクティビティの活動が合致

しているということですので、この教科書を進めることによって、そういうところができるように

なる仕組みになっております。 

また、このユニットアクティビティも、そのＱＲコードから読み取るとシートがありまして、その

シートの中に、自分タブレット等で打ち込みますと、そのまま思考ツールといいますけれども、思

考ツールが完成されて、そのポップカルチャーについて良いところを伝えることができるような設

定になっておりますので、これも教科書を進めるだけで、他に色々活動考えなくても、そのままこ

れがユニットのまとめとして使えるということになっております。 

その辺が、この教科書の、特に優れたところではないかなと思っております。 

また、ちょっと順番が前後しますが、６番、その他のところで、現在の教科書の批判の１つで、現

在もこのＡ社の教科書を使っていたんですけれども、このＡ社、現在、教科書の令和６年度までの

教科書の一番大きな批判は内容が多すぎると。特に１年生の方は、小学校の復習もしないといけな

いですし、それからそれに加えて新しい内容、内容も前回の学習指導要領よりも内容が増えており

ますので、それをギュッと１年生の中に凝縮したような形になっておりまして、なかなか１年間で、

教科書も覚えるのがやっとで、その他のもっと本当に力をつけたい話す活動だとかいうのがなかな

かできていかないという声が上がっており、それも私も聞いておりましたので、それをＡ社の方も

聞かれたんだと思いますけど、随分スリムになっております。 

スリムって聞くと、一見、内容が落ちたんじゃないかというふうなことも思われるかもしれません

が、そうではなくて、逆に教える側からするとやりやすく、学習者からもすっきりして、何をすれ

ばいいのか、何を学習すればいいのかっていうのが割とわかりやすい教科書になっておりまして、

１年生の教科書では、単元が１つ削減されております。 

それから、２年生の教科書では、元は現行の教科書では１２６ページだったものが、１０８ページ、

それから３年生の教科書では、１１４ページだったものが、１００ページまでとなっておりますの

で、随分スリム化されて、内容自体はもちろん変わりはしませんけれども、ページ数が減ったこと

で、教える側としても、随分やりやすくなったのではないかなというふうに考えております。それ
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が、新しく調査して分かったところです。 

それから、３番、興味・関心への配慮等ですけども、この教科書はデジタルコンテンツ、先ほどの

ヒアリングもそうでしたけども、このＡ社の教科書もＱＲコードを読み取って、そこから１人で学

習できると。ただ、Ａ社の方が、ＱＲコード今なかなか開けないと思いますが、例えば１１ページ、

ユニット１のパート２のところのＱＲコードを開きますと、そこに教科書の右側にＮｅｗ Ｗｏｒ

ｄｓが４つであります。それが音声で流れてきます。Ｉ社の教科書にはそういう機能がありません

で本文だけでしたので、このＡ社の教科書は単語も読んでくれるということですので、本当に自分

でちょっと今日欠席して今日は英語の授業はあったけども、どこをやったかなっていうようなとき

に、自分でタブレットとかスマートフォン等があれば、自分で勉強ができる、或いは、もちろんこ

の教科書本文も流れてきますし、それから教師用のデジタル教科書には現行の教科書に入っており

ましたが、この新しい教科書には、この生徒の教科書にも解説動画といって、専門の方が５分ぐら

いの文法についての動画で説明をしてくれます。そうすると、今日はこんなことを勉強するんだな

っていうのが見てわかるので、１人で勉強することも可能である、或いは、授業でちょっと勉強し

たけども、ちょっと分かりにくいなっていうときには、そういうものを見て、自分のペースで勉強

もできるというところですので、そういうところ、５分程度ですので逆にあまり長いとなかなか

日々見ていくのは難しいんですが、５分程度ですね、授業の中でもこれで説明をするというように

有効に活用しておられる先生も多いようですね。今回は、そういうコンテンツが生徒の教科書にも

入ったことで、自分で勉強できるということになっています。 

以上のような結果を踏まえまして、３人で協議をしました。 

もちろん、Ｉの教科書も先ほど言ったような、よい点はたくさんありましたが、小中の連携も踏ま

えて考えますと、小中連携というのは、そこに２番に書いてありますが、１年生ユニット４までは

小学校との接続を意識し、コミュニケーション活動が取り入れられるように工夫されている。また、 

年生の教科書を見てもらえばわかります通り、これも先日もお話をさせていただきましたが、１年

生の教科書には小学校で学んだ単語みたいなところが、右側のところに各ページ出てきていますの

で、これは小学校でやった単語なんだなっていうのが、教える側も、それから生徒の方もわかりま

すので、そういう点は小中の連携という点では、すごく優れた教科書ではないかなというふうに考

えておりますので、そういう点を総合的に考えて、調査員３人で、Ａの方がより優れているのでは

ないかなという結論に達しました。 

以上です。 

 

会 長：それでは、先ほど、２社の教科書の比較というところで説明をいただきましたけども、委員の皆様

からご質問、或いは、意見がありましたらお願いをいたします。 

どなたからでも結構ですので、よろしくお願いいたします。 

 

委 員：前回の選定に必要な資料の中に、確かＤ社も優れているとあって、３社が２社になっているのはど

ういった理由なのかなということ。あと、今回の資料の総括のところで、現行の教科書に比べてス

リム化されたということで、それが、説明があったように今回、特にということで理解してよろし

いでしょうか。 

 

調査員：はい。 

先日お話をしたときには、もう１つの教科書がＤの教科書だったでしょうか。 

 

委 員：Ｄ社です。 

 

会 長：前回の終了のときにこの２社について調査をさせていただいて報告をいただくということで確認を

させていただいて、調査研究を依頼しておりますので、今回の２社というのはこちらからの指示と

いうことでご理解いただきたいです。 
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委 員：大変失礼しました。 

 

会 長：２番目の方の回答をお願いします。 

 

調査員：量についてはやはり、特に１年生の授業の中でたくさん分量があり、その情報量も多いですので、

生徒たちはこの教科書その現行の教科書を見たときに、どこがポイントになるのかっていうのがわ

からず、どこを勉強していいのかっていうのがちょっとわかりにくいところがあり、単語も多く、

文章の量もたくさんありましたので、そういうところを随分スリム化されたのではないかなと思い

ます。 

 

委 員：スリム化はされていますけれども、必要な内容も押さえられているということですか。 

 

調査員：もちろん学習指導要領に載っているような、必ずしないといけないところは、もちろん載っており

ます。 

 

会 長：他にいかがでしょうか。 

 

委 員：確認ですが、前回ＡとＩで、Ａ社が３人の調査員さんの中で、Ａ社のお１人、Ｉ社お２人みたいな

お話であったと記憶していますが、今回再調査をされて、結果的にはＡ社が、３名ともＡ社がよか

ろうということになったという認識でよろしいでしょうか。 

 

調査員：はい。 

 

委 員：ありがとうございます。 

 

委 員：すいません。先にＩ社の説明を聞いたら、ここすごいなという説明を受けました。 

学年を通して、すべての学年を通して単元のストーリー性、４人の登場人物、それからデジタルコ

ンテンツの充実、それから双方のやりとりができるレッツトーク、それから学年の最後に学び方と

か、それからデイリーライフみたいなところもあって、そして、その他のコミュニケーション重視

というところで、これやはり、コミュニケーションツールとしての英語っていうところがあって、

これすごいなと思いました。 

Ａ社をまた説明受けたら、Ａ社もやはり、そういうすごいとこがいっぱいある。 

最後、小中の連携で、やっぱり決め手になったということがあったんですが、総括の中には、Ａ社

のところは、各単元のゴールという形で特に優れている。それから、取り上げられている現代的な、

国際社会における重要な課題ということ。小中連携っていうところは入ってないんですが、Ａ社、

Ｇ社で結局、今度はいっぱいの中からではなくて、２つを比較してやったとき、皆さんがＡ社にな

る最大の決め手は何だったんだろうなと思ったんですが、先ほど説明では、小中の連携がっていう

ところを言われたんですが、ここに今その記載はないので、これがやっぱり決めたというところが

あれば教えてください。 

 

調査員：正直、現行の教科書に対する批判もありまして、その批判の一番の理由は、やはり分量が多いこと、

なかなか１年間でこの教科書を終えるのがやっとみたいなところがありましたので、そういうとこ

ろを削減をされたのが６番のその他の２番目のところ、現行の教科書に比べて内容の処理が図れら

れておりっていうところが一番の作業が決め手になったところは、あります。 

 

委 員：：そうすると、Ｉ社は、ちょっと分量はまだ多いという意味ですか。 

 

調査員：いえ、Ｉ社も分量的にはＡ社とは変わりませんけども、同じぐらいの分量だとしたら、内容的なと
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ころ、或いはその総括に書いてある、そのゴールが示されているところですとか、その話題の取り

上げ方なんかを見ると、或いは小中の連携のことを考えると、Ａの方が優れているのではないかな

というような結論に至りました。 

 

委 員：わかりました。 

 

会 長：保護者委員の皆様、教科書を見る機会ってのは多くはないと思うんですけど、今回この２社、比較

して見られて、正直なところのご意見とかご感想あったら、どうぞ。 

 

委 員：すいません、ちょっとなかなか第２回もちょっと出席できませんでした。 

私、子どもが４人おりまして、どうしてもうちの子たちも英語はすごく苦手意識というところがあ

りまして、パッと見さしていただいて、本当に先ほど説明をお聞きして、どちらもすごくいいとこ

ろなんですが、本当に保護者目線で、Ｉの方がすごく見やすいのかなっていう、ちょっと文字が大

きくて見やすいかなっていうところが第１印象です。 

配置なんかも、Ｉの方が入りやすそうな感じではあります。 

 

会 長：１ページの構成というんですか、先ほどおっしゃった配置、それから、それを文字とか、写真とか

絵とか、そういうことの配置のことであったかと思いますけど、その辺は何か議論になったところ

はありますか。 

 

調査員：確かにこのＡの方はちょっと文字が小さいなという意見もありましたが、それ自体で、優劣をつけ

るような材料にはなりませんでした。 

 

委 員：私が中学生の頃も多分、この教科書ではなかったかと思います。そのときから比べると、確かにす

ごく現在っぽくて読みやすい。小学校との連携の部分が、多分、今の英語の授業の中ですごくポイ

ントになってくるんじゃないかなというふうに思っています。小学校で、やっぱりちょっと苦手意

識が多くなって、英語でのコミュニケーション、家庭内で使う、使わない、あると思うんですけど

も、そこの部分が、苦手意識を克服しようと思うと、コンテンツがやっぱりある程度入ってないと

いけないっていうところだと、単語を今、すぐデジタルで聞いて、ＱＲを読めばしゃべってみたと

ころが正直あったりするんですけども、こうやってパッと、特に１年生の教科書なんかは、Ａの方

を見ると、これには小学校自体の単語が出ているっていうところは、わかりやすいのかなと思いま

した。 

多分、みんな分かるとは思うんですけども、あとは訳の部分は多分、ＱＲとかないと出てこなかっ

たりするとこあるんですけども、そこの部分はやっぱりこれからの、特に１年生の入り、中学校入

っていきなり挫折をする一番の課題になるんじゃないかなと思っていまして、そこの部分が３０数

年前に比べたら大分改善されているというところは、Ａ社のいい部分かなと思います。 

かといって、このＩ社のものが、確かに、今、ぱっと見ると読みやすいのかなっていうところが、

正直ありましたので、この部分、あとは教える先生方が教えやすいのかどうかという部分と、振り

返りをしながら、英語にもっと入っていかないといけないっていうところが、これからポイントに

なると思います。 

あと、Ｉ社の、コミュニケーション重視というところで、これから高校入試も変わってくるじゃな

いですか、今年度から。こういった面接とか、ああいうところ重視が必要になってくると、英語だ

ろうが日本語だろう、コミュニケーションが非常に重要なツールだと思って、そこの部分は、もし

Ａ社ということになりますと、この部分は、あとは先生方の腕が必要なのかもしれないし、Ｉ社と

いうことになれば、Ｉ社はそこの部分がすごく充実しているということは、これからの高校入試、

それから先の社会人というところで重要かなと思ったんですけども、コミュニケーション、Ａ社の

方のコミュニケーションという部分は、どんな感じなんでしょうか。やっぱりパッと比較すると、

Ｉ社よりも若干、不足するのかな、どうなのかなと。 
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調査員：不足するとまでは思っておりませんけれども、確かに内容的には、Ａ社の方が特にその社会と繋が

るような或いは地域と繋がるような題材、例えば、今この３年生の教科書でいきますと、絶滅危惧

種の話ですとか、防災についての話ですとか、そういうものが題材として取り上げられていますの

で、その専門的な単語等も多少、出てきますので、そういう面での難しさはあると思いますけれど

も、ただ題材的なところを考えると、身の回りのコミュニケーションもちろん、この教科書への教

科書も、１年生、２年生或いはもちろん３年生でもできますし、そういう社会に繋がっていくこと

っていうのは、英語を通していろんなことを考えて繋がっていく、或いはその教科横断的といいま

すけども、教科を超えて、例えば防災のことですと、総合学習なんかとも繋がっていきますので、

そういうものも兼ねて、合わせて勉強できるという仕組みにもなっておりますので、そういう、先

ほど言われたようにこのＡの教科書が、全然コミュニケーションがこの教科書を使うとできないと

いうわけではないと思います。 

 

委 員：小中連携のところがやっぱ重大じゃないかというご指摘あったんですけど、それはもう先ほど説明

の中にもありましたけど、やはりこの構成というか、ユニット４までがそういうふうな意識づけで、

ユニット４というと１学期分ぐらいでしょうか。 

 

調査員：そうですね、１学期の終わり、２学期の初めぐらいまでだと思いますので、そういうところが、特

に、小学校にも英語が入りまして、小学校では特にコミュニケーションを重視して話す活動、或い

は聞く活動を主にやるんですけども、中学校の方では文字も当然ながら入ってきますのでその辺の

難しさ、教える方の難しさですね、学習者にとっても難しさもありますけれども、そういうところ

をきちんと教科書でカバーしてありますので、そういうところはこのＡの教科書の優れた点ではな

いかなと考えています。 

 

会 長：他の委員さん、何かご感想とかでもよろしいですが。 

 

委 員：内容とかも、皆さん詳しくおっしゃられたのですが、一つだけ思ったのが、Ｉ社の方がストーリー

性があるということで、仮にもしＩ社を選んだ場合に、２年生、３年生は今の教科書が変わるとい

うことで、その時に、２年生３年生は戸惑いがあったり、ちょっとやりにくいなとか、そういうこ

とを思ってしまうのか、というところが気になりました。 

 

会 長：どうですか、途中で教科書が変わるということの、何か影響みたいなのが考えられますか。 

 

調査員：やはり、それはあると思います。 

当然その文法事項はそう大きく変わるところはないと思いますけども、例えば単語とか、その扱い

方ですね、先ほど言いましたこの構成も随分変わって参りますので、その辺での生徒たちの戸惑い

も当然ながら出てくると思います。 

 

会 長：他に、ご質問等はありませんでしょうか。 

ではないようでございますので、報告については以上とさせていただきます。 

代表調査員の方には２回にわたって報告いただきましてありがとうございました。 

 

選定協議 

英 語 

会 長：それでは、調査報告に基づいての質疑については終了させていただきまして、選定協議の方に移ら

せていただきます。 
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先ほどの報告の中では、Ａ社、Ｉ社と比較した中で、Ａ社の方が特に優れているという報告がござ

いまして、Ｉ社の方もいろんな特徴あったということで、ご質問ご意見いただきましたけども、一

応、調査報告としては、Ａ社ということでありました。 

委員の皆様、このことについての考え、異議等ありましたら、ご発言いただきたいと思いますがい

かがでしょうか。 

 

会 長：それでは、特に異議なしということでございましたので、教科、英語につきましては、Ａ社に決定

することについて、ご承認いただければ、挙手をお願いいたします。 

 

会 長：ありがとうございました。 

では、挙手全員ということでございます。 

教科、英語につきましては、Ａ社に決定をさせていただきたいと思います。 

では、本日決定すべきものについては以上となりますので、採択協議会の選定結果等について事務

局からご説明をお願いします。 

 

その他 

事務局：それでは審議をいただきましてありがとうございました。英語の方は、Ａ社ということで選定いた

だきましてありがとうございました。 

本日の結果につきましては、前回のところでもお話をさせていただいておりましたように、今月中

のところで各教育委員会の方で、承認を得ていただきたいと思います。承認を得られました場合に

は事務局の方までご報告の方いただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 

会 長：それでは本日、第３回目ということで１教科のみの協議となりましたけども、２回目、３回目を通

して、出雲地区としての結果を得ることができました。 

委員の皆様には、２回にわたってお出かけをいただきまして、本当にありがとうございました。 

では、協議事項については以上で終了させていただきまして、進行を事務局の方にお返しいたしま

す。 

 

事務局：はい、ありがとうございました。 

それでは最後に、その他につきまして説明をさせていただきます。 

 

事務局：それではお手元の資料の一番最後、８ページのところをご覧いただきたいと思います。 

先ほど教育委員会の教科書採択のことをお話いたしましたけれども、１のところですね、委員教育

委員会の開催予定ということで日にちを載せさせていただいておりますが、こちらでよろしかった

でしょうか。 

 

事務局：はい、ありがとうございます。 

２のその他のところでございます。 

今後の日程についてというところでございますが、本日のこの協議会を受けまして、改めまして教

科書の採択の理由書ですね、現在、英語を除いたものを各市町の教育長様あてにお送りさせていた

だいておりますけれども、英語を含めたものを改めてお送りをさせていただきます。 

こちらにつきまして、日にちがない中で恐縮でございますが、今週の金曜日、９日までのところで

修正点等ございましたら事務局の方までご連絡いただきたいと思います。 

修正したものを再度お送りいたしまして、最終確認を１６日までのところでお願いしたいと思いま

す。 

それから、議事録の方ですけれども、本日、前回の第２回の議事録の方をお手元の方にご用意をさ

せていただいております。内容等をご確認いただければと思いますけれども、中に黄色で網掛けを
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している部分ございます。確認用ということで、委員の皆さん方のお名前ですとか、それから調査

員の名前であったりとかいうところが入っております。実際、公表にあたっては、この部分はすべ

て委員ですとか、代表調査員というふうに、書き換えたもので公表するということになりますので、

確認用で名前が入っているということで見ていただければと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

本日の会議録も速やかに作成をいたしまして、お送りをしたいと思っております。 

これも含めまして、１６日までのところでご確認をいただければと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

３０日のところで結果について公表ということでございます。 

では、それぞれ教育委員会が開催されるまでのところで理由書の方の最終版というものをお届けし

たいと思っていますが、一番早いところが奥出雲町さんかと思いますけれども、１６日とかでも大

丈夫でしょうか。 

 

委 員：はい、大丈夫です。 

 

事務局：では、そこのところでお送りしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

採択の公表については前回お話したところと同じでございますけれども、８月３０日、１０時を予

定しております。 

以上でございます。 

 

事務局：その他につきまして、皆様方からご質問があればお受けいたしますが、ありますでしょうか。 

その他、全体を通して何かご質問があればお聞きいたしますが、いかがでしょうか。 

それではないようでしたら、以上をもちまして第３回の出雲採択地区教科用図書採択協議会を終了

いたします。 

本日は、どうもありがとうございました。 


